
 

 

 

 

概念・定義  
 

 反復性の上下気道感染の存在から液性免疫不全症（抗体産生不全症）

が疑われるが、前述のような原因疾患が同定されない疾患がこの範疇に

含まれる。  

 

症状  
 

 中耳炎、副鼻腔炎、肺炎などの上下気道感染を反復する。  

 

合併症  
 

 自己免疫疾患、悪性腫瘍、アレルギー疾患を合併する可能性あり。  
 

治療 
 

告示 
番号 8 免疫疾患  

疾病名 1 から 7 までに掲げるもののほか、液性免疫不全を主とする疾患  

 

23 から 29 までに掲げるもののほか、液性免疫
不全を主とする疾患  
 

そのた、えきせいめんえきふぜんをしゅとするしっかん 
 

 

 

 抗菌薬の予防内服を行うが、重症または難治性の感染症を認める場合

には免疫グロブリン補充療法を定期的に行うことも考慮してよい。  
 
抜粋元：http://www.shouman.jp/details/10_3_30.html 

 


